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を 興 工 事 が 進む 高田 松原 。 
人 作 の 広場 は 、 
風化 させ て は いけ な い 震 災 の 犠 
牧 者 へ の 追悼 と 鎮魂 、 復 興 へ の 
強い 意志 を 示し て いま す 。 


陸前 高田 登 蘭 の 一 本 松 





由 9 
マタ 日 本 三 大 凶 油 . 龍泉 油 ( 月 宮 陵 ) 
ーー ーー 上 る 重 豆 | ミ 。 さ 旨 声 ^E 
日 本 三 大 生乳 洞 ・ 龍 泉 洞 


あ v し Lj に コ 


途 興 が 進む 岩 


県 山田 町 で ぶら り 食 べ 歩 き 


三陸 沿岸 の ちょ うど 真ん中 に 位置 
する 山田 町 。 東 日 本 大 震 災 で 大 き 
な 被害 を 受け た 町 の ひと つ で す 。 
地元 商店 街 の ガイ ド が 賑わい と 
生業 が 再生 され た 街並み と 地元 な 
ら で は の グル メ を ご 案内 。 人 々 と 
の ふれ あい る も 楽し みな が らぶ ら り 
旅 を どう ぞ ! 





山田 町 食べ 歩き 





気仙 沼 の 伝統 と 産業 aaa 呈 く 


目 選べ る 体験 gj) 生 目 ご | 木 - 信 中 > 利 
還 記 詳 琵 汰 痕 (男山 本 店 酒造 見 学 ② 岡 本 製氷 で の 製氷 見 学 (ft 和 ) 


気仙 沼 で は 、 地 元 の 産業 に 迫る 体験 2 コー ス か ら お 選び いた だ け ま す 。100 年 以上 の 歴史 ある 酒蔵 
「 男 山本 店 ] で は 、 そ の 歴史 や 酒造 り に か ける 思い 、 須 災 時 の お 話 な ど を 、 ま た 「 岡 本 製氷 ] で は 、 
漁業 の 町 な ら で は の 製氷 技術 を 見 学 で きま す 。 





ek 師 ガ 「 ド (追加 代金 要 ) 


音 か ら 漁 業 の 拠点 と し て 活用 し て いた 小 
さ な 入 り 江 に 、 番 屋 と 呼ば れる 漁師 の 小 
屋 が 建て られ 、 盛 漁期 に は みん な で この 
番屋 に 寝 泊 ま り を し て 稼ぎ まし た 。 漁村 
の 暮らし や 生活 の 知恵 を 地元 漁師 が 楽 
し く ご 案内 し ます 。 


机 浜 番屋 漁師 ガイ ド 


ーー ニー ーー ニー 


ーー ーーー 』 
ーー 拓 「| 人 
| 1 日 日 遂 へ と 、 3 験 


3 北山 崎 サ ッ パ 船 
アド ベン チャ ー ズ 





(追加 代金 要 ) 


地元 漁師 の 案内 の も と 「 サ ッ パ 船 (小型 
の 磯 船 ) 」 で ダイ ナミ ッ ク な 海岸 線 を 満 
喫 で きる 迫力 の クル ー ズ で す 。 
※10/20 一 1/28 出 発 の 設定 は あり ませ ん 。 





瑞 組 寺 室 中 (孔雀 の 間 ) 


10/1・15、11/5・19・26、3/4・11・26 出 発 は 、 僧 但 が ご 
内 する 国宝 ・ 瑞 上 湖 寺 特別 参拝 と な り ま す 。 普 段 は 立ち 入る 
こと の で き な い 「 室 中 (孔雀 の 間 ) 」 へ の 入室 が 許さ れ て お 
り 、 責 重 な お 話 も 伺う こと が で きま す 。 
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